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1.1. 宮地 (1997) 








(宮地 1997: 154-156 を要約) 
1.2. 林 (2004) 
林 (2004: 66) は、カタカナ語辞典、雑誌、シナリオ集、小説から外来語の複合語の略語
(全語数は不明)を採集し、まずその形成過程の違いによって、「省略語基の複合による略語
















略語基は 2 拍に偏ることなく、2 拍と 3 拍に分散していることを指摘している。 
 
1.2.2. 複合語の短縮語 




表 1: 「外来語の複合語」における短縮パターン別の語例数 
 
a: 前項・省略形 b: 後項・省略形 A: 前項・非省略形 B: 後項・非省略形 
 ( ): 省略された部分 
「混種語」: 外来語と、和語もしくは漢語との複合語 
「複合語」: 外来語同士の複合語 
(林 2004: 62 より筆者作成) 




                                                        





 短縮パターン 混種語 複合語 例 
[a( )＋b( )] 12 38 ドタキャン、天パー、ゲーセン、プリク
ラ 
[a( )＋( )b] 0 7 コーポラス、メロコア、ソフトノミクス
[( )a＋( )b] 1 0 億ション2 
[A＋b( )] 9 18 赤ヘル、朝シャン、ミニパト、ハイソ 
[A＋( )b] 0 3 カードホリック、シルバーピア、ロムド
ル 
[a( )＋B] 4 8 リボ払い、ビニ傘、パトカー、ヤンママ
複合語 
短縮 
[A＋(B)＋c( )] 0 2 (例なし) 
[a( )＋(B)] 0 6 マグ 複合語 
語省略 [A＋(B)] 0 4 ポジ 
合計 26 86  
外来語を含む複合語短縮形の通時的変化 
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2. 研究方法 
本稿では、国立国語研究所編 (1997)『現代雑誌九十種の用語用字 全語彙・表記』(以下
『語彙表 56』)と、同研究所 (2006)『現代雑誌 200 万字言語調査語彙表 公開版 (ver.1.0)』
(以下『語彙表 94』)という 2 つの異なるコーパスから外来語を含む複合語短縮形を採集し、
語構成・拍数・短縮パターンの観点から比較検討することで、外来語の複合語短縮形の特
徴を明らかにする。ここでいう「語構成」とは、複合語を構成する語種及び品詞について




『語彙表 56』には、国立国語研究所が 1956 年～1962 年にかけて行った調査の成果であ
る 1956 年刊行の雑誌 90 誌 1 年分から抽出した 39,997 語が収められており、それぞれの語
について、語種・出現回数が併記されている。外来語については原語も併記されている。
扱っている雑誌は、「評論・文芸」(『新潮』など 12 誌)、「庶民」(『週刊朝日』など 14 誌)、
「実用・通俗科学」(『エコノミスト』など 15 誌)、「生活・婦人」(『装苑』など 14 誌)、
「趣味・娯楽」(『音楽の友』など 35 誌)の 5 ジャンルに分類されている。 
『語彙表 94』は、国立国語研究所「現代雑誌 200 万字言語調査」(2001 年度～2005 年度













[1]   固有名詞(商品名・社名など)。短縮語かどうかの判断が困難であるため対象外とした。 
[2]   もともとの語(短縮する前の語)が不明のもの。 
[3] 「マグ(マグカップの略)」など、前部分もしくは後部分が全て省略されているもの。 
 
上記の採集方法によって抽出された語彙は、『語彙表 56』で 51 語、『語彙表 94』で 247








2.2 で述べた方法によって抽出された『語彙表 56』の 51 語と『語彙表 94』の 247 語を、
それぞれ「混種語」と「外来語同士の複合語」とに区別した上で、それぞれ「語構成」「拍
数」「短縮パターン」の項を立てて『語彙表 56』と『語彙表 94』の比較・分析をする(3.1~3.2)。
3.3 では、特に『語彙表 94』のみで見られた種類の語彙について言及する。 
 
3.1. 混種語 


































次いで 3 拍語、5 拍語とい
う結果になった。『語彙表 
表 4: 『語彙表 56』混種語 
語別語数 
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表 56』の 4 拍語と同様、全て[2 拍＋2 拍]となっており、この短縮方法の生産性の高さが伺
える。 






表 6: 『語彙表 56』混種語 短縮パターン別の語数 
短縮パターン 語彙数 例(短縮前の語) 
a( )+b( ) 2 塩ビ(塩化ビニール)、燐コデ(燐酸ヒドロコデイン) 
a( )+B 19 アプレ娘(アプレゲール娘)、インテリ層(インテリゲンツィア層) 
A+b( ) 5 名コンビ(名コンビネーション)、赤パン(赤パンツ) 
( )a+B 1 ズカファン(宝塚ファン) 
合計 27 
 
表 7: 『語彙表 94』混種語 短縮パターン別の語数 
 
『語彙表 56』では、外来語の省略語基と漢語や和語が結合して複合語短縮形を作る a( )+B










短縮パターン 語彙数 例(短縮前の語) 
a( )+b( ) 12 アル中(アルコール中毒)、アマ連(アマチュア連盟)、連ドラ(連続ドラマ) 
a( )+B 22 アメ車(アメリカ車)、レ線(レントゲン線)、ポリ袋(ポリエチレン袋) 
A+b( ) 14 省エネ(省エネルギー)、財テク(財産テクニック)、白バイ(白バイク) 
























































                                                        
1 車・船・飛行機などで、横揺れを防ぐための安全装置のこと。
(http://yokomo-parts.livedoor.biz/archives/406996.html 2008/12/19 より） 
2 バイク・自動車用語。本来は、タイヤと車体をつないでいるパーツのことを指すが、一般的には地面の
段差などがまねく衝撃を吸収し、快適ライディングを担うパーツという意味で使われることが多い。



















 - 127 -
3.2.3. 短縮パターンによる分類 
 
表 10: 『語彙表 56』外来語同士の複合語 短縮パターン別の語数 
 
表 11: 『語彙表 94』外来語同士の複合語 短縮パターン別の語数 
短縮パターン 語彙数 例(短縮前の語) 
a( )+b( ) 58 アマオケ(アマチュアオーケストラ)、スタジャン(スタジアムジャンパー) 
a( )+B 72 アマボクサー(アマチュアボクサー)、ナビソフト(ナビゲーションソフト) 
A+b() 61 ボスキャラ(ボスキャラクター)、カラーネガ(カラーネガティブフィルム) 
a( )+( )b 1 アジト(アジテーションポイント) 
その他 6 ナスターレース(ナショナルスタンダードレース) 
合計 198
 
a( )+b( )パターンの語は、いずれも[1 拍＋1 拍]もしくは[2 拍＋2 拍]の語で、前部分と後
部分が異なる拍数の語は見られなかった。 
『語彙表 94』では、a( )+b( )のパターン、a( )+B のパターン、A+b( )のパターンがそれぞ
れ全体の 3 割前後を占め、この 3 つの短縮パターンが外来語の複合語に対して広く使われ
るようになったことで、外来語の複合語短縮形は大きく増加したと思われる。a( )+B、A+b( )
のパターンには、省略語基との結合による語のほか、「ハイ」、「プチ」、「トップ」、「オート」
など 2 拍・3 拍の形容詞が短縮語と結合した語が目立った。 
 
3.3. 複合語短縮形の省略語基化 
『語彙表 56』には見られず『語彙表 94』で見られた現象として、a( )+b( )パターンの複
合語短縮形がさらに省略語基や漢語、他の外来語と結びついて 1 語を形成するというもの
があった。以下の 5 例である(下線が複合語短縮形部分、波線はその元の部分)。 
(1) エキパイ部(エキゾーストパイプ3部) 
(2) スタビレスヘリ4(スタビライザーレスヘリコプター)
                                                        
3 自動車などの排気管。(『大辞泉 増補・新装版』【エキゾーストパイプ】の項より） 
4「スタビレスヘリ」はラジコン用語で、スタビライザーを取り外した状態のラジコンヘリコプターのこ
と。(http://yokomo-parts.livedoor.biz/archives/406996.html 2008/12/19 より） 
短縮パターン 語彙数 例(短縮前の語) 
a( )+b( ) 7 モボ(モダンボーイ)、バンマス(バンドマスター) 
a( )+B 5 プロレスラー(プロフェッショナルレスラー)、インハイ(インターハイスクール) 
A+b( ) 10 マスコミ(マスコミュニケーション)、ヨードカリ(ヨードカリウム) 
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